
（－）一般財源　（入）繰入金　（財）財産収入
■基金に積み立てた額 円

積立金 内容
161,535,675 円 森林環境保全基金積立額 161,535,675 円

　(1)森林環境保全基金造成 161,278,508 円
（－） 161,278,508 円 　(2)運用益積立額 257,167 円
（財） 257,167 円

（－）一般財源　（入）繰入金　（財）財産収入
■基金を活用した額 円

事業名 内容
37,163,490 円

（入） 37,163,490 円
11,864,330 円 　(1)番組制作放送等委託料 10,417,000 円

　　委託内容：広報番組及びスポットCMの制作及び放送、広報ポスター、
（入） 11,864,330 円 　　　　　　　パンフレットの作成配布

　(2)広報用パンフレット作成委託料 294,000 円
　　委託内容：森林環境税やこうち山に関する取り組みを紹介するパンフ
　　　　　　　レットの制作
　(3)その他 1,153,330 円

8,165,815 円 　(1)森の情報発信事業費補助金 4,700,000 円
　(2)森の多面的利用推進事業費補助金 3,420,191 円

（入） 8,165,815 円 　(3)その他 45,624 円

17,133,345 円 　(1)こうち山の日推進事業費等実施委託料 6,111,510 円
　　①山の学習支援事業委託料（2,167,980円）

（入） 17,133,345 円 　　②こうち山の日活動支援事業委託料（3,943,530円）
　(2)緑の少年団全国大会実行委員会負担金 1,217,062 円
　(3)山の学習支援事業費補助金 6,109,000 円
　(4)こうち山の日推進事業費補助金 1,850,000 円
　(5)その他 1,845,773 円

107,113,547 円
（入） 107,113,547 円

103,693,368 円 　(1)森林環境緊急保全事業費補助金 90,102,728 円
　　強度間伐（本数の40%以上）の実施

（入） 103,693,368 円 　(2)生き活きこうちの森づくり推進事業費補助金 13,467,697 円
　　県民生活に身近な里山などの整備
　(3)その他 122,943 円

3,420,179 円 　(1)森林保全ボランティア活動推進事業費補助金 3,004,900 円
　　①機械器具等の支給（新規設立の団体に対する機械器具等の支給）

（入） 3,420,179 円 　　②間伐の実施に対して交付する地域通貨の交付・精算
　(2)森林保全ボランティア作業安全研修委託料 415,279 円
　　委託内容：森林保全ボランティア団体の会員等を対象に伐木造材等に
　　　　　　　かかる知識や技術の向上をはかる研修を実施

■基金の残額 円 （前年度までの基金の残額：37,981,810円）55,240,448

②森林保全ボランティア活動推進
事業

森林整備を実践する森林保全ボラ
ンティア団体の活動を支援し、適
正な森林管理を促進しました。

③こうち山の日推進事業 県民一人ひとりが豊かな森林の恵
みに感謝し、森林や山を守る活動
の重要性などに対する理解と関心
を深めていただく事業を行いまし
た。

２　森林環境緊急保全費

①森林環境緊急保全事業 公益上重要で緊急に整備をおこな
う必要のある森林について、その
環境面の機能を保全するため、当
該森林の所有者との協定により強
度な間伐を行いました。また、県
民生活に身近な森林において県民
が守り育てる森づくりのモデル的
な整備を行いました。

①森づくりへの理解と参加を促す
広報事業

多様な媒体により、森林への関心
が高い方に限らず、幅広い県民を
対象に、県産材の利用など一人ひ
とりの行動と森林保全のつながり
をPRし、適正な森林管理を促進し
ました。

②森の情報発信事業 県民が様々な森の情報を身近な日
常の中で容易に受け取れるよう
に、県民に向けて森の情報を収集
し、発信しました。また、森に親
しむきっかけとなる森を活用した
グリーンツーリズムの拠点づくり
を支援しました。

144,277,037
決算額 内訳

１　県民参加の森づくり推進費

161,535,675
決算額 内訳

森林環境保全基金積立金 森林環境保全のための森林環境税
の経理を区分するとともに、森林
環境税による事業を計画的、効率
的に実施するため、その税収相当
額を基金に積み立てました。

平成17年度　森林環境税の活用について（決算額）

［　内　　訳　］

　県民の皆さんからお預かりした森林環境税で、１　県民参加の森づくり推進事業、２　森林環境緊急保全事業の２つの事業を柱に、間伐などをおこなう「森林環境緊急
保全事業」の割合を更に増やし、引き続き荒廃森林の解消に努めるとともに、県民生活に身近な森林において県民が守り育てる森づくりのモデル的整備を新たに行いまし
た。なお、本年度は地方税法の改正（個人県民税均等割を納める夫と生計を一にする妻で、夫と同じ市町村に住み一定の年間所得を超える方に対する課税）に伴う増収が
ありました。

①森づくりへの理解と参加を促す広報事業

　テレビ番組、CM、パンフレット等に
　よる普及啓発及びＰＲ

②森とのふれあい促進事業

　ホームページ「生き活きこうちの森」に
　よる情報の収集及び発信、森を活用
　したグリーンツーリズムのプログラム
　作成（3団体）

③こうち山の日推進事業

　「こうち山の日」に関連する県民活動
　の支援（参加者：約30,000人）

①森林環境緊急保全事業

　強度間伐の実施
　（16市町村42地区601.46ha）
　里山などの整備
　（8市町8地区56.69ha）

②森林保全ボランティア活動推進事業

　新規設立団体に機械器具等を支給
　（4団体）、間伐実施を地域通貨制度
　で支援（10市町村36.97ha）、
　安全研修の実施（延べ5日間、修了
　証配布12名）

基金に積み立てた額
161,535,675円

基金を活用した額
144,277,037円

１　県民参加の森づくり推進費

２　森林環境緊急保全費


